
議
員

核
家
族
化
、
少
子
化

が
進
み
、
介
護
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
の
数
は
今
後
も
確

実
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
介
護
保
険
制
度
の

利
用
度
が
多
い
高
齢
者
の
在

宅
支
援
に
つ
い
て
、
本
市
で

は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
介
護
保
険
担

当
部
長
）

介
護
保
険
制
度

発
足
時
に
約
一
三
億
円
で
あ

っ
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
が
、

十
六
年
度
で
は
二
・
八
倍
の

約
三
六
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
大
幅
な
伸
び
の
要
因
は
、

介
護
保
険
制
度
の
普
及
、
定

着
に
よ
り
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
が
増
加
し
た
こ
と
に

あ
り
、
利
用
者
の
自
立
支
援

お
よ
び
家
族
の
介
護
の
負
担

軽
減
に
寄
与
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員

国
で
は
今
後
、
在
宅

介
護
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
な
の
か
。

介
護
保
険
担
当
部
長

国
は
、

高
齢
者
の
総
合
相
談
や
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど

の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
を
示

し
て
い
る
。

議
員

本
市
の
今
後
の
在
宅

介
護
の
体
制
づ
く
り
と
計
画

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

今
後

は
在
宅
介
護
の
三
六
五
日
・

二
四
時
間
体
制
の
整
備
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

や
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
と

連
携
し
継
続
的
な
提
供
体
制

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
昨
年
度
実
施
の
高
齢
者

実
態
調
査
の
結
果
を
次
期
老

人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
に
取
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

少
子
高
齢
化
が
加
速

す
る
中
、
独
居
老
人
の
割
合

が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
る
。

独
居
老
人
に
対
す
る
本
市
の

対
応
を
伺
い
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
介
護
保
険
担

当
部
長
）

十
四
年
度
か
ら

独
居
老
人
へ
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
、
ま
た
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
た
。
こ

れ
ら
の
対
応
に
よ
り
独
居
老

人
一
人
ひ
と
り
の
安
否
を
見

守
っ
て
い
る
。

議
員

昼
間
、
同
居
の
子
供

夫
婦
が
働
き
に
出
る
た
め
に
、

い
わ
ゆ
る
「
日
中
独
居
」
と

な
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
体

制
を
考
え
て
い
る
か
。

介
護
保
険
担
当
部
長

日
中

独
居
の
方
に
つ
い
て
は
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

国
の
身
体
障
害
者（
児
）

実
態
調
査
で
は
、
身
体
障
害

者
の
四
人
に
一
人
が
内
部
障

害
者
と
の
こ
と
で
あ
る
。
内

閣
府
は
今
後
、
関
係
団
体
の

取
り
組
み
や
活
動
を
政
府
広

報
の
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
す

る
な
ど
、
内
部
障
害
者
に
対

す
る
理
解
を
国
民
に
求
め
る

方
針
を
示
し
た
が
、「
内
部

障
害
」
と
は
ど
の
よ
う
な
障

害
か
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

「
内
部
障

害
」
と
は
、
内
臓
機
能
の
障

害
で
あ
り
、
心
臓
、
肺
、
腎

臓
、
膀
胱
、
直
腸
・
小
腸
の

機
能
障
害
と
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
障
害
の
六
つ
の
障
害
に
分

け
ら
れ
る
。
国
内
で
は
内
部

障
害
へ
の
認
識
が
十
分
で
は

な
く
、
身
体
に
不
自
由
が
あ

っ
て
も
外
見
か
ら
は
分
か
ら

な
い
「
見
え
な
い
障
害
」
の

た
め
に
、
日
常
生
活
で
も
周

囲
か
ら
の
誤
解
を
受
け
や
す

い
と
聞
い
て
い
る
。

議
員

内
部
障
害
者
へ
の
理

解
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
団
体
が
、
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
ハ
ー
ト
・
プ
ラ

ス
マ
ー
ク
を
作
成
し
た
。
公

的
な
場
所
で
は
初
め
て
、
愛

知
万
博
（
愛
・
地
球
博
）
内

で
高
齢
者
や
障
害
者
を
サ
ポ

ー
ト
す
る「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

の
中
に
掲
示
さ
れ
た
。
本
市

も
市
民
に
理
解
を
求
め
る
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

こ
の
ハ
ー

ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
を
活
用

す
る
こ
と
は
、
内
部
障
害
者

の
存
在
を
周
囲
に
示
し
、
理

解
を
深
め
る
方
法
と
し
て
有

効
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。し
か
し
、

こ
の
マ
ー
ク
は
公
的
機
関
が

定
め
た
内
部
障
害
者
を
示
す

マ
ー
ク
で
は
な
く
、
法
的
な

拘
束
力
が
な
い
。そ
の
た
め
、

こ
の
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
か

否
か
は
、
障
害
者
自
身
の
判

断
に
任
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

内
部
障
害
者
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
関
係
団
体
の
意
見

を
参
考
に
障
害
者
週
間
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
福
祉
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
事
業
を

通
じ
て
啓
発
に
努
め
て
い
き

た
い
。

議
員

本
市
は
東
海
地
震
に

係
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地

域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
大

規
模
災
害
の
危
険
も
増
し
て

い
る
。
地
域
で
、
常
日
ご
ろ

か
ら
の
防
災
対
策
が
重
要
と

考
え
る
が
、「
災
害
時
要
援

護
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
介
護
保
険
担

当
部
長
）

不
自
由
な
日
常

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
災
害

時
に
自
力
で
の
避
難
が
難
し

く
、
援
助
が
必
要
と
な
る
人

を
想
定
し
て
い
る
。

議
員

災
害
時
要
援
護
者
に

対
す
る
防
災
対
策
を
伺
い
た

い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

大
規

模
災
害
の
発
生
直
後
は
行
政

機
能
が
麻
痺
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
災
害
時
に
要
援
護

者
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、

現
在
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
で
実
践
的
訓
練
を
積
み
重

ね
て
い
る
。
ま
た
災
害
対
策

と
し
て
、
十
七
年
度
か
ら
夏

休
み
の
期
間
中
、
中
学
生
を

対
象
に
し
た
中
学
生
防
災
ス

ク
ー
ル
の
開
講
を
計
画
し
て

い
る
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
は

地
震
の
被
害
や
、
災
害
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
、
普
通
救

命
救
急
講
習
等
を
行
い
、
知

識
と
技
術
の
習
得
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
終
了
後
は
地
域

の
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員

災
害
発
生
後
の
避
難

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

介
護
保
険
担
当
部
長

市
内

の
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
収

容
施
設
等
と
の
間
で
災
害
時

の
避
難
に
関
す
る
協
定
書
を

締
結
し
、
共
助
を
図
っ
て
い

る
。

多多様様ななニニーーズズ反反映映ししたた計計画画策策定定がが重重要要

増
え
る
独
居
老
人

対
応
を
尋
ね
る

議
員

地
場
産
農
産
物
の
給

食
へ
の
提
供
な
ど
、
地
産
地

消
が
広
が
る
中
で
、
地
場
産

品
の
消
費
を
ど
の
よ
う
に
拡

大
し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

経
済
部
長

新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
消
費
者
と
生
産

者
の
代
表
者
に
よ
る
懇
談
会

の
開
催
や
紅
谷
町
ま
ち
か
ど

広
場
で
の
地
場
産
品
の
紹
介

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

県
で
は
、
地
産
地
消

を
推
進
す
る
た
め
に
「
か
な

が
わ
産
品
学
校
給
食
デ
ー
」

を
設
け
、
十
七
年
度
か
ら
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本

市
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

こ
の
事
業
は
、

県
内
の
地
場
産
品
の
消
費
拡

大
策
の
一
環
と
し
て
、
県
内

産
の
食
材
の
み
で
学
校
給
食

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
市
も
、
二
小
学
校
で
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

５
・
１０
議
会
運
営
委
員
会

５
・
１７
臨
時
市
議
会

〃

総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

〃

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

〃

議
会
運
営
委
員
会

５
・
２０
議
会
報
編
集
委
員
会

５
・
２７
議
会
運
営
委
員
会

〃

議
員
全
員
協
議
会

６
・
３
定
例
市
議
会
初
日

６
・
３
議
会
運
営
委
員
会

６
・
１４
定
例
市
議
会
二
日
目

６
・
１５
定
例
市
議
会
三
日
目

６
・
１６
定
例
市
議
会
四
日
目

〃

議
会
運
営
委
員
会

６
・
１７
定
例
市
議
会
五
日
目

〃

議
会
運
営
委
員
会

６
・
２０
総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

〃

総
務
経
済
委
員
協
議
会

６
・
２１
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

６
・
２７
議
会
運
営
委
員
会

〃

定
例
市
議
会
最
終
日

７
・
４
議
会
報
編
集
委
員
会

７
・
２５
議
会
報
編
集
委
員
会

消費増へ
新たな手法を模索

政
府
は
、
身
体
障
害
・
知

的
障
害
・
精
神
障
害
の
三
障

害
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
本

化
す
る
「
障
害
者
自
立
支
援

法
案
」
を
第
一
六
二
回
通
常

国
会
に
提
出
し
た
。

同
法
案
は
、
市
町
村
を
中

心
と
す
る
地
域
生
活
支
援
の

確
立
を
目
指
す
点
、
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
精
神
障
害
者
の

福
祉
施
策
を
身
体
障
害
者
・

知
的
障
害
者
と
同
様
に
引
き

上
げ
る
と
い
う
点
で
評
価
で

き
る
。

一
方
で
こ
れ
ま
で
の
応
能

負
担
か
ら
、
公
平
な
費
用
負

担
と
配
分
の
確
保
を
図
る
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
に

応
じ
た
応
益
負
担
の
導
入
を

盛
り
込
ん
で
お
り
、
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

障
害
者
の
方
々
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と

の
指
摘
も
存
在
す
る
。

よ
っ
て
、
平
塚
市
議
会
は

政
府
に
対
し
、
同
法
案
の
国

会
審
議
に
あ
た
り
慎
重
に
議

論
い
た
だ
く
よ
う
、
下
記
の

事
項
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

記

一

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
お
け
る
応
益
負

担
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

障
害
者
は
高
齢
者
と
異
な

り
、
資
産
の
保
有
が
低
い

水
準
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

そ
の
負
担
水
準
に
つ
い
て

低
所
得
者
に
対
し
十
分
な

配
慮
を
す
る
こ
と
。
と
く

に
施
設
に
入
所
し
て
い
る

児
童
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
生
活
し
つ
つ
通
所
施
設

に
通
う
知
的
障
害
者
等
の

場
合
、
利
用
者
負
担
が
大

き
く
増
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

一
定
の
経
過
措
置
を
設
け

る
こ
と
。

二

扶
養
義
務
者
の
負
担
制

度
を
撤
廃
し
、
障
害
者
本

人
の
所
得
に
基
づ
き
、
そ

の
負
担
水
準
を
決
定
す
る

こ
と
。

三

更
正
医
療
、育
成
医
療
、

精
神
障
害
者
通
院
公
費
等

の
公
費
負
担
制
度
の
利
用

者
負
担
の
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は
、
障
害
者
の
資
産

保
有
が
低
い
水
準
に
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、
そ
の
負

担
水
準
に
つ
い
て
低
所
得

者
に
十
分
な
配
慮
を
す
る

こ
と
。

四

障
害
者
本
人
の
十
分
な

所
得
保
障
を
図
る
た
め
、

就
労
支
援
施
策
を
更
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
七
年
六
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

議

会日
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本市の現状と今後の取り組み聞く
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福祉会館（基幹型在宅介護支援センター）
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内部障害者啓発マーク
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